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13:30-14:35 一般演題 A

プログラム
第 2 会場

自由で開放的な依存症病棟  プレオープン後の試行錯誤

1） 沖縄リハビリテーションセンター病院

座長 ： 稲葉　宣行 ( 雁の巣病院 )

○ 石川 章旗 1、 池村 功 1 、 手塚 幸雄 1、

A - 2 依存症者に対する集団箱庭療法の有効性について

1） 倉光病院　入院治療部　臨床心理科

○ 下田 竜也 1、 藤 直子 1

A - 3 動画を用いた、アルコール使用障害患者の脳機能画像研究

1） 肥前精神医療センター

2） 道ノ尾病院

○ 福嶋 翔 1,2、 織部 直弥 1、 武藤 岳夫 1、 松口 和憲 1、 杠 岳文 1、
    上野 雄文 1

A - 4 当院で 2 年以上治療継続したアルコール使用障害患者の治療
および就労予後調査

1） 肥前精神医療センター

2） 道ノ尾病院

○ 福嶋 翔 1,2

A - 5 肝硬変を合併するアルコール依存症患者における骨密度測定調査
および薬物療法の有用性

1） 道ノ尾病院

2） 肥前精神医療センター

○ 中本 勇海 1、 山田 誠 1、 福嶋 翔 1,2
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14:40-15:50 一般演題 B

依存症病棟における COVID-19 感染症拡大の振り返り

1） 大悟病院

座長 ： 竹原　達広 （倉光病院）

○ 大塚 響 1

B - 2 アルコール問題を有する患者への救急医療従事者の苦慮や困難感
対応困難感の背景因子からの課題抽出

1） 国立病院機構肥前精神医療センター

2） 神奈川県立病院機構神奈川県立精神医療センター

3） 国立病院機構さいがた医療センター

4） 医療法人タピック沖縄リハビリテーションセンター病院

5） 昭和大学江東豊洲病院

6） 一般財団法人信貴山病院ハートランドしぎさん

○ 長 祥子 1、 板橋 登子 2、 中村 幸恵 3、 手塚 幸雄 4、 青木 梨恵 3、
　　阿部 かおり 3、 大森 順基 3、 鎌田 美樹 5、 佐久間 みのり 3、 長 徹二 6、
　　野村 照幸 3、 手塚 聖人 1、 佐久間 寛之 3

B - 3 アルコール専門病棟で終末期患者を看取るとき看護スタッフにおきた
精神的動揺

1） 雁の巣病院

○ 平松 慎弓 1、 浜岡 寿恵 1、 本田 優子 1、 桐谷 健悟 1

B - 4 With Addict　～ 依存症カフェ「リフロ」立ち上げの報告 ～

1） 一本松すずかけ病院

○ 古田 和弘 1

B - 5 依存症家族が苦悩する価値ある人生　～ 家族アンケートを通して ～

1） 指宿竹元病院

○ 松山 裕希 1、 竹元 隆洋 1
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15:50-17:00 一般演題 C

アルコール依存症研修に対するニーズおよび依存症医療者に必要な
資質に関するエキスパート調査

1） 国立病院機構さいがた医療センター

2） 社会医療法人博友会平岸病院

3） 藤田医科大学

4） 北海道大学

座長 ： 若松　伸宏　（太宰府病院）

○ 佐久間 寛之 1、 斎藤 利和 2、 大槻 真嗣 3、 杉浦 真由美 4、 堀場 文彰 3、
　　稲熊 容子 3、 村山 裕子 1、 阿部 かおり 1、 大越 拓郎 1

C - 2 アルコール・ギャンブル等依存症専門医療機関登録後、2 年間の
取り組み報告  ～ 依存症治療チーム A-FLAG の紹介 ～

1） あきやま病院

○ 植田 秀孝 1、 園田 正隆 1、 前田 大輝 1、 中村 さつき 1、 福田 貴博 1

C - 3 コロナ禍における依存症プログラムと DARC との連携

1） 向陽台病院

○ 船津 多万恵 1、 上土井 志織 1

C - 4 依存症プログラムのこれまでとこれから

1） 向陽台病院

○ 山瀨 夏好 1

C - 5 アディクション病棟における管理栄養士の取組み

1） 大悟病院

○ 財部 朋美 1、 時任 映理 1

C - 6 A 病院のギャンブル依存症治療プログラムについて

1） 肥前精神医療センター

○ 田中 英幸 1


